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22.血液疾患における牌の超音波像
吉田勢津子，小方信二，横田	 仁
(成田赤十字)
血液疾患16例の牌の超音波像を非代償性肝硬変症18例
と比較検討した。肝硬変症では Spleenlndex 54.9土 
13.1と中等度腫大，厚みの増した低エコーレベ/レの牌腫
が観察されたのに対し骨髄増殖性疾患においては， SI， 
86.5，119.6，136.5と高度に長軸方向に伸展した hard-
patternの牌腫を特徴としていた。他の血液疾患の牌は
正常大から軽度腫大に留まった。また白血球数と SIが
興味ある経過をとった一例を経験した。今後超音波法の
繁用が望まれる。 
23.超音波検査にて腫宿性病変を認めた胆のう癌の 2
症例
吉田 明子，伊藤文憲，近藤福男
金子良一，小磯都子，永瀬敏行
田辺邦彦 (船橋中央)
浜野頼隆 (同・外科)
大久保春男 (同・病理)
胆道系の悪性腫療，特に胆のう癌の治療は極めて悪く
早期発見が重要である。超音波検査による胆のう内腔の
腫癌性病変の描出は容易でありスクリーニング検査とし
て有効な手段と思われる。超音波にて腫癌性病変を認め
た胆のう癌の 2症例を報告する唱症例 1: 40歳女性。主
訴は黄症と心宮部痛。胆のう内に 33mmX12mmの腫癌
を認めた。 PTC-Dにて黄症軽減するも全身状態悪化の
ため死亡。剖検で胆のう癌と確認した。症例 2: 70歳女
性。主訴は心寓部痛。胆のう内に 22mmX19mmの腫癒
を認め， PTC血管造影施行し，切除可能であった。浸
潤は柴膜下層にとどまりリンパ節転移はなかった。術後 
1年6カ月経過後も生存中である。 
24.当院における潰蕩性大腸炎と漢方治療
三瀦忠道，浅田学，吉沢照
諸橋芳夫 (旭中央)
最近6年半に旭中央病院を初診した漬療性大腸炎患者
(形態学的，組織学的に確認されたもの)は19名である。
そのうちサラゾピリン使用者17名で， 4名 (23.6%)が
副作用のため，減量または中止を要した。 17歳男子症例
において，漢方治療のみで経過観察したところ，服薬翌
日より自他覚所見の改善を認め，約 2カ月で完全緩解と 
なった。難治性で，従来の治療薬には副作用の問題のあ 
る本症で、漢方治療の今後の検討が必要と思われる。
25.肝膿療の 3症例
平井康夫，小関秀旭，遠藤伸行
鈴木隆，西出敏雄，山口哲生
山下道隆，松島保久，大島仁士
(松戸市立)
肝膿療の診断に， CT，超音波検査の役割は大きい。
だが，その特徴的な像ー比較的境界明瞭で嚢胞と実質性
腫癌との中間の densityをもっ lowdensity areaで、かっ 
enhanceされない CT像，壁が不規則で微細な内部エ
コーを伴う嚢胞状の超音波像ーを示さない症例が頻々あ
る。そのような場合も含め超音波映像下試験穿刺で膿汁
を吸引し速やかにかつ安全に確診できる。さらに超音波
映像下にドレーンを行い得る。上記を中心に肝膿:虜 3例
につき報告した。 
26.多剤耐性を示した熱帯熱マラリアの 1例
伊藤公道，神崎哲人，杉浦ゆり
田中 真，野崎忠信 (国立柏)
患者は36歳の男性のノレポライター。昨年末タイ東北部
で、熱帯熱マラリアに感染した。初診時，著明な貧血と共
に末梢赤血球の 1--2%にマラリア原虫を認めた。治療
は，クロロキン，プリマキン，キニーネ内服， MP錠，
ファンシダーlレ等の組合せで、行なわれたが，原虫の一時
的消失をみるのみであった。最終的には，キニーネ 500 
mg i.v. 2a!日3日間とキニーネ内服1.5g7日間，ファ
ンシダー ノレ 1T5日間内服の後， テトラサイクリン 2g 
7日間内服により治癒に至った。 
27.当院における心筋梗塞30例の検討
安徳純，斉藤博幸，小方信二
松岡祐之 〈成田赤十字)
鏡味勝 (千大)
当院成田赤十字病院において昭和54年10月から同56年 
6月まで、に扱った急性心筋梗塞は30例。発症後 4時間以
内に入院した症例は16例であり，このグループでの死亡
率は25%であった(全例での死亡率は17%)今後当院で
のこの疾患に対する新しい試みとしては，梗塞の拡りを
防ぐ治療として，適応を選んで戸プロッカーを積極的
に使ってみようという方向にある。リハビリに対して
は， トレッドミルを使ったフ。ロトコーノレを作成する。
